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第 52 次夏期観測を終了して 
第 52 次南極地域観測隊長 山内 恭 

 
 

OB 会の皆さん、ただいま、第５２次南

極地域観測隊は越冬隊員３０名を昭和基地

に残し、夏隊員・同行者一同４８名が戻り

ました。昭和基地に向かった面々は、長い

ようで短かった１６週間から１８週間（晴

海乗船グループ）の夏期間、思えば、様々

なことがありました。厳しい海氷状況とは

予想していましたが、定着氷の外の流氷域

まで、往路、復路ともに、あれほど砕氷航

行に苦労するとは思いもよりませんでした。

ラミング回数総計３２４８回は史上４番目、

往路流氷域１９８回、定着氷域１４７３回、

復路定着氷域１２９３回、流氷域２８４回

と、往路から２ヶ月もたっているのに復路

の海氷は依然厳しく、さらに定着氷の外側

にあんなに流氷帯が広く残っているのも異

常でした。大利根水路も塞がり、海底圧力

計の揚収地点まで北上通過に２日もかかり

ました。海氷状況との関係は分かりません

が、１月中の天候の悪さも相当なものでし

た。日照時間は過去最低を記録したとのこ

とです。吹雪まじりの強風の中、油輸送か

らはじまり、氷上輸送、ヘリコプターによ

る空輸まで、たびたび中断を余儀なくされ、

本格空輸が終了したのは結局１月の２３日

でした。もう、夏期間も終盤です！ 
 

 
自然エネルギー棟の建設風景 
 

さて、第５２次隊の観測計画は、南極地

域観測第 VIII 期６カ年計画の初年度とい

うことで、長年にわたって議論・検討され

てきた新しい枠組みで実施するものとなり

ました。過去ならびに現在、未来の地球シ

ステムにおける南極域の役割と影響の解明

に取り組むもので、特に「地球温暖化」の

解明を目指し、長期的に継続する定常観測、

モニタリング観測からなる基本観測に加え、

昭和基地に新たに設置する大型大気レーダ

ー（PANSY：表紙写真参照）を用いた観測

をはじめとした重点研究観測「南極域から

探る地球温暖化」を中心に実施することと

されました。南大洋ではしらせによる氷海

内の往復および、別途専用観測船海鷹丸に

よる船上観測を、内陸ではドームふじ基地

への調査旅行を、いずれも重点研究観測の

一部として実施することです。さらには、

内陸での初の天文観測の試行、沿岸露岩域

の地質、地球物理、陸上生態系調査、そし

てペンギンの行動調査と多岐にわたりまし

た。加えて、公募された公開利用研究の課

題も実施されました。同行者の参加が１８

名と多かったのも特徴で、公開利用研究の

研究者、重点研究観測や一般研究観測の関

連で参加した技術者、学生、ポスドク諸氏

のほか、韓国からのドキュメンタリー撮影

の２名を含む報道関係者、環境省からの係

官、小型ヘリコプター技術者、それに派遣

教員２名という顔ぶれでした。 
昭和基地での作業、気の遠くなるような

膨大な数の PANSY レーダーのアンテナ設

置や大きな自然エネルギー棟の建設作業、

砂やセメントまみれのコンクリートプラン

トの作業など、大変盛り沢山でした。観測

隊員総出で、さらにはしらせからも延べ１

ヶ月にわたり作業支援をお願いしました。

おかげで、無謀とも思える数々の 52 次夏期

作業をなんとか完了することができました。

ただし、これら昭和基地での作業を優先し

て時間配分したため、しらせへの昭和基地

からの最終便は２月１８日と、例年になく

遅く設定し、帰路の観測の時間はぎりぎり

となっていました。２月に入って中旬にな
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ると、再び天候が悪くなり、ドーム旅行隊

の持ち帰り氷床コア試料の S３０地点から

の輸送は順調に済んだものの、その後の S
１６からの人員・物資輸送は、霧や吹雪の

合間を縫ってのヘリコプターによる飛行と

なり、一瞬の好機を逃すまいと、１５日に

1 便のみ飛ばし人員のみ、かろうじてのピ

ックアップとなりました。その後、なかな

かの飛行の機会が訪れず、結局昭和基地最

終便の３日後、２１日にようやく物資のし

らせへのピックアップがなりました。おか

げで、日程が３日遅れ、その後に計画して

いたアムンゼン湾オペレーションは断念と

なりました。 
帰路も重要な海洋観測があり、寒風吹き

すさぶ中で係留系の設置と揚収を行うこと

ができました。この係留系は、東経６５〜

７０度のケープ・ダンレイ沖にできるポリ

ニアの形成過程や底層水の生成メカニズム

を捉えようという意欲的な観測です。 
一方、海鷹丸は１２月下旬から１月下旬

までの約 1 ヶ月にわたって、１８回目の南

大洋の観測で、東経１１０度線と１４０度

線を中心とした海域でしらせと前後して観

測しようというものでした。観測隊員３名

に同行者１０名からなる南極観測パートで

は、重点研究観測のサブテーマ２「南極海

生態系の応答を通して探る地球環境変動」

と一般研究観測 1 課題が実施されました。 
以上、簡単に印象記を記しました。５０

年を経た日本の南極観測が、これから新し

い時代を迎えていくにあたって、この５２

次行動が範となって、これからの大いなる

礎を築くことができればと願っています。

 
 

 
 

南極授業ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに参加して 

 
南極で私が学んだこと、子ども達に伝えたいこと 

北海道登別明日（あけび）中学校 勤務 

酒井 誠至 

 

２月１４日。その日、私は石を掘り返すの

に専念していました。その現場はラングホ

ブデの苔平。目にとまる大小様々な石。心

持ち透明感のある石英質のものとみるや

次々と掘り起こす。すると、その石の裏に

は想像もつかないような鮮やかな緑色が輝

いているのです。緑色の主、それは藍藻類。

強い紫外線を避けつつ、適度な陽光を浴び

ることができる石英質岩の裏側にひっそり

と、でも旺盛に生命を謳歌しているのでし

た。その生活の場を掘り返したのですから

元に戻したとはいえ、藍藻の楽園も大打撃

を受けたはずです。 
 何ともかわいそうなことをしました。で

も「石英質岩の裏側に藍藻類が繁茂してい

る」という自分なりに導きだした仮説に興

奮して、手当たり次第に石を掘り返さずに

はおられなかったのです。そして、その仮

説はピタリ。うれしくて同行してくださっ

た先輩隊員に報告しました。 
 彼らは笑って教えてくれました。 
「そのことは５０年前の教科書に載ってい

る」 
 １００年も前の発見でないのなら良しと

しようとほくそ笑んだのですが、良く考え

たら、つまりそれは第１次隊の頃から知ら

れた事実、ということではないですか。ち

ょっと興奮していた事が恥ずかしい気もし

ますが、まあ、自分の発見として記憶に留

めておきます。 
 私が不勉強だったばかりに藍藻類たちを

苦しめてしまったお話でした。でも今少し
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おつきあいください。私の派遣目的である

南極授業に関わることなのです。 
 今回、南極授業を用意するに当たり、何

を子どもたちに伝えるかを考えました。情

報はネットで幾らでも入手できる時代です。

私が南極で見聞した知識なんて、実のとこ

ろ、子どもたちはもう知っているかもしれ

ないのです。知識、それだけで興味・関心

を喚起するには子どもたちはすっかり、飽

和状態にあると言えるかもしれません。 
 それでも、氷と岩ばかりの世界と思わせ

るこの南極大陸でこんなに生物がいきいき

と活動している、私自身が驚きうれしくな

ったこの事実は子どもたちにも新鮮なもの

として伝わるに違いありません。これはぜ

ひ、子ども達に伝えたいと感じました。 
 そしてもう一つ。既知の事実から仮説を

たててそれを検証していく、という科学的

な思考はとても楽しい作業だということを

再認識できました。実は、現在の教育現場

でも知識重視型の授業から、仮説とその検

証の思考を重視した授業へ見直しが進めら

れています。 
 これらのことを踏まえ、ペンギンや藻類

について、生活の様子を観察し、その行動

や形態の目的を子どもたちと一緒に考えて

いく形で南極授業を進行させました。各１

時間のコマですから南極の魅力を充分伝え

られたかは甚だ不安ではありますが、子供

たちと楽しいひと時を過ごすことができま

した。多くの情報を提供してくださった

方々、また放送に携わってくださった方々

にお礼を申し上げます。 
 今回、あちこちの露頭を歩き、予想以上

に多くの生物が生き抜いていることに感動

しました。いや「たくましい」という言葉

が余計なお世話なのかもしれないと考えを

改めるようになりました。生物とはもとも

と力強いもので、南極と言う環境に適応し

た彼らはもう、ごく普通の生活をしている

に過ぎないのかもしれません。私たちから

見ると極限環境の南極。それでも、そこに

住む生物の力強さを子ども達に伝えていき

たいと思いました。 
 そして第一線で活躍される科学者と同行

できたことは大きな収穫です。科学者の姿

勢、考え方を学ぶことができましたし、最

新の研究の動向を聞くことはとても興奮さ

せられるものでした。また建築などの設営

の目的で参加されている各方面のエキスパ

ートの方々からも多くのことを教えて頂き

ました。「プロ」を目指す事って、とても楽

しいことだぞ、そんなことも是非、南極の

お土産として子ども達に届けたいと思いま

す。 
 本当に夢のような、あっという間の４ヶ

月でした。貴重な経験をさせていただいた

ことを心から感謝いたします。

 
 

 
 

白瀬南極探検１００周年記念 
２０１１年度東京講演会 

 
 ２０１１年３月１９日（土）１３時より、一橋記念講堂において標記の講演会を開催した。

東北・関東大震災のあとで、イベントの開催自粛ムードの中にあり交通の便が滞っていた最

中であったので中止を求める意見も多かったが、いろいろ検討のうえ開催に踏み切った。そ

の結果、約１５０名の聴講者にお集まりいただいた。ただし、講演予定者の小坂あやのさん

（松本楼）は、お仕事の関係から参加されなかった。 
講演会は神田哲史氏（元極地研）の司会で、白瀬日本南極探検隊１００周 年記念事業協賛

会会長佐藤暢男氏（秋田魁新報社相談役）のご挨拶に始まり、小野延雄氏の「白瀬南極探検

隊の足跡」、柴田鉄治氏の「白瀬隊から現在の南極へ」の講演と、映像に見るドキュメンタリ

ー｢白瀬南極探検隊｣(紹介者：渡辺興亜氏)を視聴し、川口貞男 OB 会会長が最後を締めくく

った。ここに講演内容とドキュメンタリー製作の概要をご紹介します。 
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開会の辞を述べる佐藤暢男氏          閉会の挨拶をする川口貞男氏 

 

白瀬南極探検隊の足跡 
小野延雄（国立極地研究所名誉教授） 

 
一橋記念講堂から東へ２００ｍほど行く

と東京電機大学がある。明治の後半、そこ

に神田錦輝館という貸席があった。明治２

９年にエジソンが発明したヴァイタスコー

プを新居三郎（新橋の薬貿易商)が購入し、

翌３月に公開上映したのが錦輝館であり、

関東で初の活動写真興行となった。 
 

 
講演中の小野氏 
 
 明治４２（１９０９）年９月に、米人の

クックとペアリーがそれぞれ北極点に到達

したとの記事が新聞に載った。北極行きを

志していた白瀬矗は目標を南極に切り替え

て準備に入った。翌明治４３(１９１０)年
７月５日、錦輝館で南極探検発表演説会が

開催され、大隈重信を会長とする南極探検

後援会が発足した。 
 最大の難関は、探検船の選定であった。

当初に想定していた砲艦「磐城」（６６７排

水トン）は補修代が１０万円もかかると知

って諦めると、船が決まらず出発予定は延

び延びを続けた。１０月になって郡司大尉

から木造帆漁船｢第二報効丸｣を譲り受ける

と、補助エンジンを搭載し、東郷平八郎が

「開南丸」と命名してやっと出発に漕ぎ着

けた。既に購入していた満州馬は２０４ト

ンの開南丸には積めないので急きょ樺太犬

３０頭を取り寄せた。１１月２８日に芝浦

埋立地で告別式を行い翌２９日品川沖を出

帆した。新居三郎から活動写真興業を譲り

受けた広目屋が白瀬隊の出発光景を撮影し

た。 
 出帆一週間弱から樺太犬が死に始め、翌

年２月初めにウエリントンに着いたときは、

２９頭中１７頭を失っていた。３月中旬に

コールマン島付近で断念し、シドニーに戻

ったときは、樺太犬は１頭のみとなってい

た。 
 再挙を認めた大隈後援会は、スコット隊、

アムンセン隊がすでに南極上陸基地で越冬

していると知って学術探検に軸足を移し、

池田第２学術部長、活動写真技師田泉保直

を加え、樺太犬３０頭を再び取り寄せ送り

込んだ。 
 第２次航海は１１月１９日にシドニーを

出港し翌１９１２年１月にロス海に到着。

１６日に水面上１００ｍ弱の棚氷に初上陸

して、そこを開南湾と命名した。しかしク

レバスが多く上陸不適と判断して西進し、

フラム号と出合ったホエールズ湾で上陸し

た。 
 そこから突進隊が南進し、１月２８日に
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南緯８０度０５分、西経１５６度３７分の

地点で前進を諦め、日章旗を立てて大和雪

原と命名した。 
 一方、開南丸は東航してアレキサンドラ

山脈を見て上陸し、１月２４日スコット・

ヌナタック中腹の露岩の見えるところに西

川源蔵と渡辺近三郎隊員が沿岸隊上陸記念

標を立てた。開南丸はさらに東進し、２６

日南緯７６度０６分、西経１５１度２０分

の東航記録を作った。２９日には湾状の場

所で転倒氷山から岩石を採取し、大隈湾と

命名した。２月４日開南丸は全員を乗せて

鯨湾を離れたが、犬を全部連れ帰ることは

できなかった。 

 開南丸は６月２０日に無事芝浦に帰国し

た。 
 
 戦後１０年の１９５５年、日本が IGY 南

極観測に参加の意志を示したとき、敗戦国

がという目で見られたが、アムンセンとス

コットの南極点到達競争の年に、南極に初

挑戦して無事帰国した白瀬隊の実績が評価

されて受け入れられたと言われている。そ

の年に白瀬隊の生き残りは８人であり、そ

のうちの何人かが集まって白瀬隊の思い出

を語った記録が残っている。その話題をい

くつか取り上げて紹介した。

 

白瀬隊から現在の南極へ 
柴田鉄治（元朝日新聞記者） 

 
蒔いたタネから大きな花が二つ開いた！ 
 ちょうど１００年前、近代国家に生まれ

変わってまもない、まだ貧しかった日本か

ら、はるばる南極大陸を目指した日本人が

いたという事実に、私たちは大きな誇りを

感じている。白瀬隊には国の支援はなく、

応援したのは早稲田大学をつくった大隈重

信や読者に義援金を呼びかけた朝日新聞な

ど、民間の人たちばかりだった。 
しかし、白瀬隊が蒔いたタネは、その後、

二つの大きな花となって開くのだ。一つは、

日本の南極観測事業が戦後すぐに始まった

こと、もう一つは国境もなければ軍事基地

もない、現在の南極の枠組みを定めた南極

条約の制定にひと役買ったことである。 
 

敗戦後の国民を元気づけた南極観測 
日本中が焼け野原になった敗戦からわず

か１０年、誰もが南極観測なんて思いもし

なかったあの時代に、日本の南極観測事業

への参加が決まったのは、白瀬隊の活躍が

あってこその話である。 
それを思いついたのは、朝日新聞の社会

部記者、矢田喜美雄記者だった。「北極と南

極」という連載記事を担当して取材を進め

るなかで、１９５７年から５８年にかけて

の国際地球観測年（ＩＧＹ）に、各国が協

力して南極観測をやろうという計画が進ん

でいることをキャッチした。 

「面白い！朝日新聞の事業としてやれな

いか。白瀬隊を応援した縁もあることだし

…」と考え、当時の朝日新聞社の事実上の

トップ、信夫韓一郎専務に相談した。する

と信夫専務も「それは面白い。国民を元気

づける格好のニュースだ」と賛成し、「科学

朝日」の編集長、半沢朔一郎氏を呼んで「も

っと調べるように」と命じた。 
二人はまず、日本学術会議の茅誠司会長

とＩＧＹ委員会日本代表の永田武東大教授

を訪ねたところ、二人とも「日本はとても

参加できないだろうとあきらめていた。朝

日新聞が応援してくれるならできるかもし

れない」と賛成してくれ、とんとん拍子に

話が進んで、朝日新聞の事業ではなく国家

事業としてやることになった。 
学者たちが集まった会合で、信夫専務が

「みなさんの力で日本の曇り空に大きな青

い窓を開けてください」とあいさつしたが、

その予想通り、南極観測のニュースが発表

されると国民は熱狂的に歓迎した。子ども

たちまで５円、１０円とお小遣いを出し合

って「観測隊にあげてください」と差し出

したというからすごい。 
白瀬隊が朝日新聞の読者から寄せられた

義援金で２０４トンの「開南丸」を買い、

南極へ出かけることができたように、矢田

記者の提案がなかったら南極観測への参加

もずっと遅れていたに違いない。現に、Ｉ
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ＧＹの南極観測に参加した世界１２カ国の

なかに、敗戦国の中では唯一、日本だけが

参加できたのである。 
「幸運の１次隊、悲運の２次隊」という

言葉があるように、１次隊を乗せた観測船

「宗谷」はするすると氷海のなかに入り込

み、オングル島に昭和基地を建設、帰途に

氷につかまって動けなくなったが、ソ連の

「オビ号」に救出されて事なきを得た。 
それに対して２次隊は往路で氷につかま

り、米国の砕氷船に助けを求めたが、氷状

が悪くて結局、越冬を断念。西堀栄三郎隊

長ら１次越冬隊の１１人は小型機で救出し

たが、カラフト犬１５頭は基地に置き去り

にせざるを得なかった。 
ところが翌夏、３次隊が基地に着くと、

無人の昭和基地でカラフト犬のタロとジロ

が生きていたではないか。このニュースに

日本中が湧き、のちに映画「南極物語」に

なって多くの観客を集めた。 
それから半世紀。日本の南極観測隊は、

オゾンホールの発見や南極大陸での隕石の

大量発見など、数々の研究成果を挙げてき

た。「地球の病気はまず南極に現れる」とい

う言葉があるように、地球環境の深刻化が

進むにつれて南極観測の意義はますます大

きくなってきている。 
 

南極条約の制定にもひと役買った 
不思議な縁 

白瀬隊が蒔いたタネで開いたもう一つの

花は、１９５９年に制定され、６１年に発

効した南極条約である。白瀬隊と南極条約

を結ぶ不思議な縁というのは、こういうこ

とだ。 
各国が協力して南極観測を、というＩＧ

Ｙの活動が一段落したとき、ソ連の力強い

活動に脅威を抱き、ソ連が南極に軍事基地

をつくったら大変だと心配した米国が「南

極での軍事利用を禁止する条約をつくろ

う」と各国に呼びかけた。 
これに真っ先に応じたのがソ連である。

米国が南極に軍事基地をつくったら大変だ

と、同じように考えていたからだ。米ソの

思惑は一致したが、これに難色を示したの

が南極に領土権を主張する７カ国、英、仏、

ノルウェー、オーストラリア、ニュージー

ランド、アルゼンチン、チリである。 
そのとき米ソと一緒に領土主張国の説得

にあたったのが日本だった。日本は戦前、

白瀬隊の活躍を論拠に「南極に領土を請求

する権利がある」と主張していたのだ。国

は白瀬隊の探検に何の支援もしなかったの

に、ちゃっかり成果だけはいただいて「領

土の請求権あり」なんて主張していたのだ

から、国家とはずいぶん欲張りなものであ

る。 
 

 
講演中の柴田氏 
 

日本の敗戦後まで生きていた白瀬隊長は、

占領軍の最高司令官、マッカーサー元帥あ

てに「あの領土請求権はどうなりますか」

と問い合わせの手紙を書いた。その結果は

白瀬隊長の思惑とは逆に、いわばやぶへび

の形になって、サンフランシスコ講和条約

によって他の領土権と一緒に放棄させられ

たのである。 
ところが世の中、何が幸いするか分から

ない。これが南極条約の制定に生きてきた

のだ。すなわち、「日本は世界で初めて、南

極での領土の請求権を放棄した国なのです

よ」という形で領土権主張国の説得にあた

ったのである。 
こうしてまとまったのが南極条約なのだ。

いわば、米ソの激しい対立による互いの疑

心暗鬼から生まれたといってもいいもので、

動機は不純だったが、出来上がったものは

素晴らしかった。 
第１条に軍事利用の禁止をうたい、第２，

３条で科学観測の自由と国際協力を、第４

条で領土権の凍結を、第５条で核実験や放

射性廃棄物の投棄禁止などを定めている。

国境もなければ軍事基地もない、いうなれ

ば、地球上の一角に、人類の理想を先取り

した「モデル地域」が実現したのである。 
私は、第７次観測隊に同行した際、ソ連
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のマラジョージナヤ基地とベルギーのロア

ボードワン基地を訪問し、また、第９次隊

の極点旅行の取材に米国のマクマード基地

や南極点のアムンゼン・スコット基地を訪

ねたが、パスポートもビザもいらないうえ、

どこでも温かく歓迎され「南極っていいと

ころだなあ」とつくづく実感した。 
この南極条約体制はその後、石油危機か

ら南極の資源に注目が集まり、一時、生臭

い風が吹いたときもあったが、それも「地

球環境を守ろう」という環境の風が吹き飛

ばして、ますます強固なものになっている。

１９９１年の改定期には世界一厳しい環境

保全と５０年間の資源開発の禁止をうたっ

た議定書まで生まれているのだ。 
南極条約は、人類が地球上で仲良く共存

共栄していく道を切り開いたものだといっ

てよく、その制定に白瀬隊がひと役買った

という事実は、なんとも嬉しい話である。 

 

白瀬南極探検隊ドキュメンタリー「南極記」の作成 

企画委員会ドキュメンタリー映像作成担当 渡辺興亜（元極地研所長） 

 

 

ドキュメンタリー製作由来を述べる渡辺氏 

 

南極 OB 会秋田支部からの要望（会報 No.

１１で報告）に基づき、白瀬南極探検   

１００周年記念事業委員会（事業委員会）

が設立され、白瀬南極探検の意義の全国規

模での発信、国際発信の一翼を担う事にな

りました。全国規模発信については南極 OB

会支部の協力により、札幌、秋田、  名

古屋、羽咋市、大阪、長野、米子、鹿児島

の八都市および OB 会事業委員会による東

京で記念講演会、業績展示会、国際シンポ

ジュームを開催する事となりました。各支

部の講演会ではそれぞれの地方出身の隊員

を紹介するようお願いしています。 

白瀬南極探検については白瀬南極探検隊

の公式報告『南極記』の他に、白瀬矗隊長

の著書など多くの本が出版されていますが、

探検の全貌につては必ずしも一般によく知

られていないようです。その理由は２０世

紀の初頭という時代、探検の舞台がロス棚

氷という馴染みの薄い場所であることと無

関係ではないでしょう。白瀬南極探検の理

解には講演や探検資料の展示の他に、何か

視覚的に伝えることが出来ないかと考えま

した。幸い、白瀬南極探検隊の第二次探検

には日本から映写技師が参加し、一時間弱

の映像が残されています。この１００年前

の映像はそれ自体貴重な文化的遺産と言う

べきものですが、残念ながら当時の映写技

術は発展段階にあったため、映像は現在の

水準とはほど遠く、鮮明ではありません。

また三脚を含む撮影機材は４０kg近い重量

があったため、手軽に撮影するという事も

出来ず、そのため被写体も制限されました。 

  
白瀬隊が使用した映写機と同型の英国製ワー

ウィック映写機（35mm）、左手でフイルルム

（ASA10 程度）を送り、右手で露出を決める方

式。田泉はファインダーが小さく、雪面上の被

写体の捕そくに苦労したと述べている。 
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雪景色の露出の設定は手探りだったようで

す。そのままでドキュメンタリー映像に仕

立てるのは無理ですが、撮影された映像は

まさに１００年前の自然であり、探検活動

の事実ですので、映像を今の人々に伝える

ということには大きな意味があります。幸

い『南極記』には当時としてはかなり良好

な写真が残されています。白瀬隊が残した

これらの映像、画像を組み合わせ、さらに

現在の現地の映像、画像を加えれば、当時

の探検隊の行動、自然の状況を伝える事が

出来るはずと考え、ドキュメンタリー映像

「南極記」（１７分）を作成しました。 

白瀬隊の映写技師は日活の前身のM.パテ

ィ−商会から派遣された田泉保直隊員で、彼

の派遣には M.パティ−商会社長の梅谷庄吉

さん、この方は辛亥革命を主導した孫文を

援助した日本人として有名な方です、が協

力されました。冬の到来によって南極大陸

への接近に失敗した白瀬南極探検隊（第 1

次航海）の捲土重来を期した探検隊後援会

長大隈重信の要請によると言われています。

探検隊の記録映画を残すと言う発想（多分

大隈公ではないでしょうが）は当時として

は先駆的と言えるでしょう。 

今回、東京講演会では「わが国最初の極

地探検ドキュメンタリー映像」を主テーマ

とし、その中心として本映像の公開を行い

ました．本映像は試作段階のもので、今後

一年間をかけて、さらに当時の画像などの

発掘を試み、充実したものにし、最終的に

は小中学校の教材として将来に残したいと

願っています。今回のドキュメンタリーの

作成に当たってはロス海、ロス棚氷の実像

が最も必要な映像、画像で、その入手に努

力しましたが、幸い２００４／０５年にロ

ス海海洋生物調査に行かれた水産庁開洋丸

通信長の倉持政夫氏からご自身が撮影され

た映像を提供いただきました。

 
 

 

 
 
隊員ら無事帰国 

 第５１次越冬隊および第５２次夏隊隊員

らは３月２０日、空路成田に帰国した。 
 工藤栄越冬隊長以下２８人の５１次越冬

隊は、平成２１年１１月２４日に日本を出

発、越冬観測任務を終了、全員無事帰国し

た。山内恭隊長らの第５２次夏隊は、昨年

１１月２４日に出発していた。 
 東京海洋大学の「海鷹丸」での海洋観測

に従事していた第５２次夏隊３名は１月２

５日に帰国した。 

しらせ、横須賀港に帰国 

 ２度目の輸送支援活動を無事終了した

「しらせ」は４月５日午前９時５０分、横

須賀港に入港、帰国した。 

帰国隊員の歓迎会は中止 

 今春帰国した５１次越冬隊および５２次

夏隊の恒例の国立極地研究所主催の帰国歓

迎会は、東日本大震災に鑑み中止された。

帰国報告会はいずれ開催日時を決め案内さ

れる。 

Ａ級のブリザード襲来 

 ５２次隊が越冬を始めて５回目となった

４月１２日のブリザードは、平均風速３７，

１ｍ、最大瞬間風速４５，１ｍを記録した。

ブリザードは風速や視程でランク分けされ

ており、このブリザードはＡ級だった。 
（注）Ａ級とは、視程１００ｍ未満、風速

２５ｍ/ｓ以上、持続時間６時間以上。 

５３次隊隊長ら候補者決まる 
 昨年１１月１０日の南極観測統合推進本

部の総会で、今秋出発する第５３次隊の隊

長、越冬隊長ら幹部の候補者が決まった。 
☆観測隊長兼夏隊隊長 山岸久雄氏（国立

極地研究所教授・超高層物理） 
☆副隊長兼越冬隊長 土井浩一郎氏（同教

授・地学） 
☆夏隊副隊長 石澤賢二氏 （同設営業務

マネジャー・設営） 
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平成２３年度総会とミッドウインター祭開催のお知らせ 
―第７回『南極の歴史』講話会同時開催― 

 
平成２３年６月１８日(土)１３：３０（受

付開始）から、第７回「南極の歴史」講話

会、今年度の南極 OB 会総会およびミッド

ウインター祭を開催します。場所は主婦会

館『プラザエフ』（千代田区六番町１５、Tel
０３－３２６５－８１１１）です。詳細に

つきましては同封の案内しおりをご覧下さ

い。

 

被災地で活躍、南極で使用した太陽光パネル 
中山由美（４５次越冬、５１次夏、朝日新聞記者） 

 
野外生活は南極観測隊の得意とするとこ

ろだ。電気も水道もない、氷の世界で生き

る知恵が東日本大震災の被災地でも生かさ

れた。 
 「セールロンダーネ山地（セルロン）で

使った太陽光発電パネルを避難所へ持って

いけないだろうか」－－。３月下旬、国立

極地研究所に呼びかけたのは、５１次隊の

セルロン地学調査隊の土屋範芳隊長だった。

仙台の自宅も所属の東北大学も被災し、水

道もガスも使えない。そんな状況で「津波

で被災した宮城県石巻市の避難所へ届けた

い」という願いだった。「電気や情報を絶た

れた被災者に届けてテレビを見せてあげた

い」 
 震災時、土屋さんは東北大大学院環境科

学研究科の新校舎にいた。向かいの校舎は

鉄筋が破断したのに、地元木材を使ったこ

の建物は大きくしなるだけでガラス一つ壊

れなかった。これを設計したのが佐々木文

彦さんだ。 
 数日後に電話がつながり、知人と連絡が

つき始めたが、佐々木さんについてわかっ

たのは、家がある石巻市北上町小指は「津

波で壊滅」とだけ。半月後やっと佐々木さ

んから電話が来た。「避難所にいました」。

道をふさいでいたがれきが除かれ、電波が

通じる所まで出てきたという。「自給自足で

何とか。電話もテレビもなく、何が起きて

いるかわからない」。ライフラインはすべて

絶たれ、発電機はあってもガソリンが不足

していた。 
 土屋さんは５１次隊で、昭和基地から約

６００キロ離れたセルロンで地質を調査し

た。スノーモービルでの移動とテント生活

で活躍したのは、太陽光発電だ。軽量で丸

めて運べるシートを６枚並べて、出力は約

１ｋＷ。 
 極地研は快諾したが、問題は輸送だ。道

路が寸断され、宅急便も被災地まで行かず、

仙台までも何日かかるかわからない。 
 「朝日新聞でどうにかならない？」。 
そこでセルロン隊メンバーだった私に声が

かかった。同行取材のためにそろえた同じ

太陽光パネルもある。我が社は物資や新聞

を仙台へトラック輸送し、被災地へ記者を

送り込んでいる。観測隊とは第１次隊から

の付き合いだけに協力はとんとん拍子に決

まった。「届けに行って、取材もしてくれば

いい」 
 パネルとテレビを詰め込んで東京から仙

台へ約６時間。土屋さんらと合流し、翌日

約３時間かけて、相川地区避難所に運び込

んだ。 
 

 
庭に太陽光発電のシートを並べて、テレビを設

置する土屋隊長（手前）と佐々木さん（奥） 
＝宮城県石巻市の相川地区避難所で。中山由美

撮影 
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長さ約１７０センチのシートを６枚、庭

に広げて配線する。１６５人が暮らす避難

所の窓辺にテレビが鎮座した。さあスイッ

チオン！「映ったぞ！」。佐々木さんに笑み

がこぼれた。「やっとニュースが見られま

す」 
 北上川流域の沿岸は津波の爪痕が生々し

い。３階建ての校舎は屋根まで水をかぶり、

大勢が避難した北上総合支所は爆撃跡のよ

う。だが高台は別世界だった。相川保育所

の庭で老若男女が忙しく動き回り、笑顔も

のぞく。拾ってきたかまど、持ち寄った米

や野菜で夕飯を作っていた。ホースから噴

き出す水は沢から３キロ、２日がかりでひ

いた。「昔はこうやって、田んぼに水をひい

たもんだ」と年配の男性は誇らしげだった。

ヘリコプターで発見されたのは震災から３

日目という。 
 佐々木さんにすてきな言葉を聞いた。

「『結』という言葉がここにはあるのです。

労働で借りたら労働で返す、助け合いの心

です」。地域社会の結びつきの強さと、先人

の知恵や努力で自活していくたくましさ。 
「観測隊にも通じる」と感じた。そこにあ

る限られたものだけで工夫し、力を合わせ

てやり遂げる力。でもどんどん便利になっ

ていく世の中で、忘れてしまっていなかっ

ただろうか。電気も水道もガスも電話もな

くなった世界でふと思った。

 
 

 

昭和基地施設の変遷 ① 
 
 各隊次に共通した話題を探しているうちに「昭和基地の施設などの変遷」を取り上げよう

ということになりました。トップバッターとして川口貞男氏に古い時代のトイレ事情を書い

ていただきました。今後ともこのシーリーズを続けたいと思います。このようなことを知り

たいとか、あのようなことが面白いのではなかろうかというアイディアがありましたら編集

部にお知らせ下さい。 

トイレの変遷 
川口貞男 

 

第１次越冬隊では、主屋棟、居住棟、通信

棟、発電棟など越冬可能ギリギリの建物をも

ったが、トイレットは特別に用意しなかった。 
 西堀越冬隊長は南極越冬記（岩波書店）の

中でトイレについて２ヶ所で記している。

「防寒服に完全武装して屋外に出る。犬たち

が懐かしそうに吠えてくる。佐伯（設営担当）

つくるところの便所小屋の把手をまわして

入る。風のある日などはこれまた勇気が必要

になる。しかし、用便紙入れのカンに印刷し

てある美人の顔を見ながら、スーッとした気

持ちになるのは一日中の楽しみの一つにな

ってしまった。」佐伯富男通称トンコが梱包

材を使って三角屋根の小屋を作った（通称ト

ンコトイレ）。これは主屋棟などの中に入れ

るわけにはいかない。ブリザードになれば当

然埋まってしまう。南極越冬記は次のように

述べている。「ブリザードがどんなに激しく

ともかならず屋外に出なければならないこ

とがいくつかある。先ず便所だ。わたしはか

ならず一度はいく。もちろん防寒着に身をか

ため懐中電灯とショベルをもって、食堂わき

の出口の除雪をし、暴風雪のなかにおどり出

る。ブリザードのときは風は東北東にきまっ

ているから往きは追い風である。便所に行く

のに私が一番であるから誰の足跡もない。入

り口は内部の雪で押さえられて、仲々開かな

い。体当たりで少し戸を押しあけ、ショベル

を突っ込んで、押さえている雪を根気よくと

りのぞきやっと体を仲に入れる。内部はすき

まから吹き込んだ雪がうず高くつもってい

る。ショベルで一ぱい一ぱいかき出しひと汗

かく。やっと便器に近づいて蓋をとるとまた

一杯の雪。またショベルでかきだす。カチカ

チになっているので臭いもしないし、ちっと

も汚い気持ちはしない。こうしてやっと思い
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がかなえられる。さて帰りが向かい風で、は

うようにして居住棟の入り口に滑り込んで

ほっとする。ところがこんなブリザードの日

でも野糞をしに行くものがいる。ご苦労なこ

とだ。」 
 

 
廃材を利用して作った通称トンコトイレ 
 
 つぎの越冬、３次隊においてもまったく事

情は変わらない。私が３次隊で参加し基地に

いったとき、一次隊のトンコトイレは健在で

あった。リンゴ箱の仲には、１次隊で捨てる

時間もなくそのまゝカチカチになったもの

が入っていた。この箱が満杯になったときを

考えると使う気も失せあまり使わなかった。

殆ど水洗青空トイレであった。海岸線近くに

数條のタイダルクラックが出来る。紙を持っ

てお好きなクラックを跨いでしゃがみこむ。

落としたものはいずれ海中に沈み、あとかた

もなくなる。３次隊ではタロ、ジロが生きて

いたほかに３頭の犬を連れていった。少数の

犬なので放し飼いにしていたのだが、クラッ

クにしゃがんでいると、これらの犬達、特に

タロ、ジロが見つめていて、われわれが了る

や否やぺろりと食べてしまう。武藤ドクター

などはそのあとペロリと顔まで舐められ満

足して戻ってくる。カラフト犬を集めてくれ

た北大の犬飼先生によると犬にとって腸内

細菌を補給する必要があり、他に細菌の少な

い南極では人間の落し物を食べるのは生理

学的に必要なことなのだそうである。水洗青

空トイレといったが、いつも青空とは限らな

い。ブリザードが続くときは大変だ。ズボン

を下げると下着は雪まみれになる。私の場合

は下着を全て脱ぎ、ウインドヤッケの下だけ

はいてサアーと行ってサアーっと帰ってく

る。サアーと行った帰りに建物を見失うと大

変なことになる。 
 一方、幸いにも３次隊では積雪が多く、ト

ンコトイレは早々と埋まってしまった。そこ

で、居住建物から雪のトンネルでトンコトイ

レまでつないだ。用を足したあと夫々が後始

末をすればよい。ブリザードの時などは何人

かの人に使われていたようである。４次、５

次の越冬でもトイレはあまり進歩はなかっ

た。 
再開に当たって７次隊では発電棟がつく

られ、それに付属してプレハブの油の余熱室

と便所（便器は二基）がつくられた。トイレ

は新幹線方式の循環型である。タンクに半分

ほどの水とポリシンを入れ、それに汚物を流

し込むと同時に便器は洗浄される。満杯にな

ると当番数人が風呂の残り湯を流し込みな

がらタンクの中を攪拌し、タンクから約３０

メートル程のホース通して海氷のタイダル

クラックに排出した。この攪拌作業を長岡か

ら来ていた隊員は「アツパカマシ」と言って

いた。彼だけの造語と思っていたが、最近、

長岡地方では肥溜めのことを「アツパ」と言

うらしいことが分かった。 
７次隊ではこの本核的なトイレのほかに、

後に「吹き上げ御殿」と呼ばれるトイレを設

置した。これについては南極倶楽部会報２号

（南極 OB 会ホームページ、サークルのイン

デックスから南極倶楽部選択、会報へ）に星

合孝男さんが詳しく報じている。実はこのト

イレに関しても、公式な報告は全くなく、極

地研の設営事務室でもどのようにしてでき

たのか、その経緯は全く分かっていない。星

合さんの記事によると「ふじ」の飛行甲板で

長谷川棟梁指揮の下に、角材、ベニア板の切

込みが行われ、基地に行って木造橇の上に組

み立てられたということである。 
 

 
吹き上げ御殿移動中 
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「ふじ」の時代に入り、また再開というこ

ともあり、基地での夏季間の作業は飛躍的に

増えた。このため基地滞在の人数は、観測隊

員、船の乗員ともに宗谷時代にはなかった程

に増加する。この人数では新発電棟の新設ト

イレだけでは消化しきれないことに気がつ

いて、新しいほかのトイレを作る必要に迫ら

れて急遽船上での作業になったのかもしれ

ない。いや、そうではなく、もし国内で長谷

川棟梁のような一流の大工さんに頼めば相

当のお金が掛かるので、隊員になった棟梁に

ただで頼もうとしたのか、村山さんはどうお

考えになったのだろう。 
この橇トイレは四部屋に仕切られていた。

橇は主風向の東を背に海氷上に設置された。

溜まってくれば橇を移動させればよい。堆積

物はやがて海氷に沈み海に没する。風を背に

するといっても、下から吹き上げてくる風は

時に尻に心地よく当たることもあるが、その

冷たさに用もそこそこに終わらせることも

あった。「吹き上げ御殿」の名前の由来でも

あろう。 
さて、２５次にいたって発電棟は比較的大

きくなり、新しく風呂場やトイレもそこに

移した。もちろん風呂場もトイレも大きく

なって、使用感も飛躍的によくなった。し

かし、トイレの方式は基本的には７次隊で

設置した新幹線方式であり、最後にはタイ

ダルクラックに流すのである。

 

 付記 川口氏の記述は途中で終っている感があります。事実、川口氏はこの時代ぐらいま

でしか分からないとの事です。このあとの事情を追加できる方はお知らせ下さい。また、視

点を変えて野外活動ではどうしていたか、女性が参加するようになって変化があったかなど

情報をお寄せ下さい。 

  
 

連載「時は巡り」⑧ 
 

南極観測 露払いの記 
梶    光雄（元朝日新聞技術開発本部長、画像電子学会顧問） 

 
  

有楽町にあった朝日新聞の正面玄関。同

僚たちに見送られている私の傍へ寄って来

た上司の H 主任に「失敗しても海へ飛び込

まないでくれよな」と小声でささやかれて

神戸へ。川崎重工の浮きドックで補修を終

えたタンカーに乗船、南氷洋に向かってか

ら半世紀余となる。 
国際地球観測年(１９５７～５８)に日本

から南極探検隊を、と漸く南極観測に世人

の関心が高まり始めた１９５５(昭和３０)
年１０月中旬、全面後援を標榜した朝日新

聞社は、大洋漁業の捕鯨船団に便乗する形

で、平野亀代次航空部員を南極海における

ヘリコプター慣熟飛行のためと、半沢朔一

郎記者を日本が受け持つ予定のプリンス・

ハラルド沖の氷状調査に派遣することを決

めた。更に電波伝播の調査と半沢記者の撮

影した写真を船上から無線電送することが

計画され、その役目が入社３年目の筆者に

廻って来たと言う訳であった。 
 
準備---１２月初めの出航まで余裕は１か月

半、派遣を指名された日から、便乗させて

頂く船の乗船許可とその船の無線機改造交

渉、無線局の申請、利用できそうな装置探

しと借り受け交渉、持込み機器用の電源の

手配(船は直流電源)等々、同僚を巻き込ん

での準備作業がはじまった。当時国際無線

写真電送には SCFM 方式が実用されてい

たがこの方式は写真の濃淡を周波数の変化

に変換した FM 波形を無線電話回線にのせ

るもので、通常の商船やタンカーが使って

いる電信用の無線装置ではこの方式の信号

は送信不能であった。トンツーの電信用無

線機で写真を送れる方法には国内では実験

の話しも聞いたことのない電波の周波数を
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写真の濃淡でシフトさせる 「無線周波直接

周 波 数 変 調 法 」 [ 以 下 RFCS(Radio 
Frequency Carrier Shift)法]しかなかった。  

先ず目をつけたのは国際電電の小山送信

所で、一人で出掛け来意を告げた。園山所

長、小田保全課長、を始め課員の方々に丁

寧に相手をして頂いた記憶はあるが、当時

の取材ノート的なものが２冊残っているも

のの、取材者の名前も時・場所も書いてな

い。どうすればいいのかで頭が一杯だった

のか、唯、回路図でぺージが埋めつくされ

ているだけである。 
小山の送信所では丁度写真電送用の実験

装置(π/２位相推移回路)を手作りしつつあ

ること、実験用の中間周波数増幅器をメー

カに発注し製作中であること、可聴周波数

帯域で写真濃淡の FM 信号波を作ることが

出来て、この実験装置に接続することがで

きれば、RFCS 波ができること、までが判

り、できることは応援してあげますよ、と

借用できる感触の言葉を頂いて秋雨の中を、

送信所を後にすることができたのは有難か

った。 
可能性は判ったが、ここで、可聴周波数

の FM 信号波を発生する装置、中間周波増

幅器を船の無線機に接続する部分の製作、

１００ボルト交流電源の調達、という問題

も明らかになった。 
次の可聴周波数の FM 波を作る課題は、

１９５０年に対米無線写真電送サービスが

開始されているので、その実験セットがあ

るはずと踏んで電電公社電気通信研究所の

奥野電信方式課長を訪ねた。RFCS 方式に

よる写真電送のことを話すと「君、そんな

ことできっこない。悪いこと言わんから止

めとけ。それに他社から FM 装置の借用を

申し込まれても困るしなあ。」と若造を諭す

ようなことを言われる。其処を何とかと頼

み込んで借り出しに成功。これで無線周波

数の写真信号が出来るまでの装置を調達で

きる目途は立った。船の無線機と接続する

部分は、「俺が作るよ」と同僚の細川淳一君

が手作り装置を組み上げてしまった。乗船

する船は大洋漁業のタンカー、千種丸に決

まり、借用機器の搬入、無線機の改造、電

源の設置等、大阪本社の同僚の協力も得て、

ドックで船体整備中に完了し、電波申請も

図－１のような実験局の免許がおりて、 

１９５５(昭和３０)年１２月５日神戸港か

ら南氷洋へと出航することができたのだっ

た。 

   
図－１実験局の免許 

 
南氷洋へ—捕鯨船団は捕鯨母船を中心に、

鯨肉を処理する冷凍船、キャッチャーボー

ト、油送船、運搬船など各種の船から構成

されている。私の乗船した千種丸は捕鯨の

現場で働くキャッチャーボートなどの燃料

を輸送し、南極海で鯨油と燃料油を順次積

み替えて、漁期が終えると鯨油を商品とし

て直接ヨーロッパへ輸送するという役目の

１万余トンのタンカーであった。神戸から

の航路は油を積み込むため中東のラスタヌ

ラへ行き、そこから南下する予定で、託さ

れた仕事は電波伝播試験の発信源になるこ

とであった。 国際電電の方から、神戸とラ

スタヌラ間の色々な位置による電界予測値

を示され、指定の時間に電波を送信するこ

とを託された時には、成る程と強く感心し

たことを覚えている。新聞社にとってこの

南極探検プロジエクトは、広く読者に関心

をもってもらうことだが、国際電電にとっ

ては、この際南極圏からの電波伝播の状況

を調べることが重要な課題のはずで、電波

の形式 F４の RFCS 方式は、電波が送信中

は同じ強度で出っぱなしになる電界強度測

定には都合がよい電波であった。 
船が外洋に出ると、早速船酔いに苦しむ

ことになったが、３日に一度、伝播テスト

の写真を送りながら、シンガポールで油を

積込み、予定を変更してその後は一路南極

圏へ向けオーストラリアの西岸に沿って南

下をした。そして捕鯨母船錦城丸の船団に

会合したのは大晦日であった。捕鯨母船に

は朝日新聞から特派された半沢朔一郎記者
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が乗船しており、彼がキャッチャーボート

でプリンス・ハラルド沖の氷状調査に赴き

撮影した南極風景や探鯨の写真をもらい、

それを原稿として早速無線写真電送を行う

ことができた。記録を見ると、最初の南極

海からの発信は１２月３１日２１時、位置

は南緯６３度３１分、東経１０６度０分、

であった（図－２参照）。 
 
 

 
無線写真電送中の筆者（千種丸船長撮影） 

 
 

後から聞いた話しでは、新聞に掲載され

た写真を見て早速共同通信社から真偽を確

かめる電話がかかってきた。朝日の無線室

で、次の受信予定時間を教えたところ、当

時千葉県野田にあった共同通信の受信所で

傍受して電波を確かに受信できると確認し

たそうである。  
千種丸はその後捕鯨母船日新丸の船団と

会合するため南極大陸の氷の縁に沿って東

へ進んだ。その間１２月３１日から１月８

日まで、自分で撮影した写真も含めて２０

枚近い写真を送信することができた。日新

丸船団に会合すると、千種丸を離れて日新

丸へ移乗し、ここで一応の役目を終えた。

連日食した尾肉のうまさ、チャッチャーボ

ートに乗り移って見学した捕鯨の現場、母

船上の解体作業、帰路１，０００トンの仲

積船でサイクロンにもまれた珊瑚海での恐

怖など、現在では経験不可能なことも少し

語りたいが、本題から外れるので省略させ

て頂く。 

    
図－２千種丸の経路及び 
無線写真電送の送信地点 

（昭和３１年１月１８日朝日新聞掲載） 
 
露払いの成果---千種丸の無線設備は、５００

W 電信送信機(連続波で２００W)、T 型アン

テナ、水平長５６m，高さ１５m，無線周波

数は８，１２，１６ MHz 帯３波、写真電

送の電送条件は協動係数３５６，回転数６

０rpm、小室の国際電電受信所で受信電界

強度が０～１０dB でともかく写真を受信

できた。 
電界強度は出航前に計算により予測した

より実際の伝播の方が良いという結果が得

られた。RFCS 方式では S/N 比が１５dB
以上あれば充分使える写真が受信できる。 
というような、翌年からの南極観測に役立

つ実験成果も得られた。 
私は冷凍鯨肉を内地へ運ぶ仲積船で帰国

の途に着き、３月初旬無事築地市場の岸壁

に帰着した。翌日盲腸炎で入院したが、幸

い大事に至らなかった。出社したら早速基

地局無線機の検査や写真電送記の調達等、

第一次南極越冬隊支援の仕事が待っていた。

南極観測隊の無線写真電送用の機材は、私

が使用したものと同じ構成の装置が昭和基

地に設置され、作間敏夫隊員の手で、基地

での活動の写真が多数送られてきて新聞紙

面に掲載された。 
以上は５０余年前に露払いを勤めた若造の

がむしゃらな話である。

 
参考資料 
1) 「南極写真電送に成功するまで」 昭和３１年１月１８日付朝日新聞３面 
2) 梶光雄「５０年前の南極圏からお写真電送」画像電子学会誌第３３巻第２号(２００４) 
3) 上野清司 飯田大七郎 「南氷洋捕鯨船よりの写真受信試験の概要」KDD 社内論文誌(１９９６－６) 
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南極倶楽部を開催している「菜の家」のアクセス図 
第３土曜日１５時から行っています。会費３，０００円でどなたでも 
参加できます（ただしこの６月はミッドウインター祭と併合開催）。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

訃報 
安尾幸典 2010.09.17 宗谷 1,2 次  
河村博史 2010.12.13 宗谷 4,5,6 次 
川崎 巖 2011.01.31 5,9 次冬 設営 
番澤孝司 2011.03.04 33 次冬 調理 

松本徰夫 2011.03.30 16 次冬 地質 
景山孝正 2011.03.13 4 次冬 医療 
大橋秋義 2011.04.02 宗谷 4,5 次 
三田安則 2011.04.27 宗谷 1,2,3,4,5 次

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊ 広報委員会からのお知らせ ＊＊＊ 
 

○ 前号から各隊の帰国後の活動などを掲載していきたいと考え、呼びかけています。掲載希

望の隊は、原稿にしてＯＢ会報編集事務局までお送りください。また、会員の方が経営す

るレストランなどについても紹介しますので、お寄せください。 
○ 今回、２０１１年度の通信費の振込みをお願いする用紙を同封しました。よろしくお願い

申し上げます。 
○ 南極ＯＢたちが毎月一回、集まって懇親する「南極倶楽部」の場所が変わりました。新し

い場所は東京・水道橋の「菜の家」（地図参照）で、毎月第３土曜日の午後３時からです。

みなさん、ふるって参加してください（ただし、今年の６月については、ミッドウインタ

ー祭と併合開催とします。同封の総会・ミッドウインター祭の案内を参照してください） 
***************************************************************************** 

南極 OB 会事務局 〒101-0065 東京都千代田区西神田２－３－２牧ビル３０１     
                 電話  ：03-5210-2252  FAX ：03-5275-1635               

                 E-Mail Address ： nankyoku-ob@mbp.nifty.com          
                 南極 OB 会ホームページ ： http://www.jare.org /           

***************************************************************************** 

会員の広場 

菜の家へのアクセス 
 
JR 水道橋駅下車西口

を出て左方向へ（後楽

園とは反対の方向）。

１０メートルでマク

ドナルド。その角を左

折。約１００メートル

進行した左側。 
 
菜の家の電話 
０３－３２３４ 
    －２３２４ 
菜の家のブログ 
http://ameblo.jp 

/nanoya/ 


